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審 査 結 果 要 旨
社会経済状況が健康に様々な影響を及ぼすことは夙に知られており，学歴，職歴，所得など個人的
要因に由来する影響である構成効果と，地域の失業率など所属集団に由来する影響である文脈効果の
双方の存在が指摘されている。とはいえ，この領域の研究は従来，主として疾病罹患や死亡をアウト
カムに選んで実施され，QOLに直結する身体症状や症候との関連に着目した検討は乏しい憾みがあっ
た。
本論文は，4編の互いに独立した研究の集成であり，それぞれは日本老年学的評価研究JAGESもしく
は国民生活基礎調査の大規模データに基づく疫学研究である。別個の症状・症候レベルのアウトカム
を選択しつつ，健康に対する社会経済状況の影響が上述2項の効果に即して解析されており，4研究を
通じて著者独自の視座が貫かれていることが窺える。また，アウトカムには腰痛や膝痛の有訴に加えて，
ロバスト，プレフレイル，フレイル，要介護状態の4状態間の遷移が選ばれていて，今日的課題を的確
に捉えた研究であることも高く評価される。
本研究を通じて明らかにされた主要な事実には，都道府県単位の失業率が労働者人口の腰痛有訴に
有意な文脈効果を及ぼすこと（学歴，職業の構成効果の調整後にも有意である），学歴，資産，主観的
経済状況，最長就労職業，所得には高齢者人口の腰痛有訴に関する有意な構成効果を認めること，同
様に所得や最長就労職業は高齢者人口における膝痛有訴にも有意な構成効果を認めること，さらに高
齢者人口におけるロバストからプレフレイル，フレイルへの移行（機能低下）や，プレフレイルから
ロバストへの移行（機能向上）にも学歴，所得の構成効果を認めることなどが含まれる。総じて，社
会経済状況が複数の経路を介して多様な身体症状や症候に影響を及ぼすさまを明らかにしており，社
会経済状況による健康格差の是正に向けた適切な政策が必要という考察はまさに正鵠を射たものであ
る。公衆衛生学への貢献はまことに大きいといわねばならない。
以上のことから，本論文を博士（歯学）の学位授与に相応しいものと認める。
